
カーストッパ

(4) 必嬰とする空気量が多<，このため風逃が大きな容僚を

占める。小形にまとめると流路舷抗による J:E力損失のため出力

が低下する。

(5) 負荷の変動に対する調整が困難である。

(6) 始動のさいに庄縮織を駆動しなければならないため比絞

的大馬力を要する。

(7) 高速回転の原動機から動指hへ動力を伝達するのに不便で

ある。

(8) 高速回転のため高周波の音響を発生し不快感を与える。

ガス タ ー ビ γ機関車は 1941 年 Brown Boveri 社がスイス辿

邦鉄道府に 2，200I-P 1101 形機関車を試作したのが最初であっ

て，本絡的設計を行って突用になった機関車は同社製英国間昔日

鉄道HI 2 ， 500 トP 18000 形機関"11である。

1954 年末までに使用中のガス タ ーピ ン位置l主l車は表のとおり。

なお試作中のガスタービン機関車には C. A. Parsons and 

Co の機械式 1 ，600I-P (微粉段使用 . tU カターピ γ付)， Ruston 

and Hornsby の機械式 2， 140 1-P (l，070 1-P出カ タービ γ2 台付)

および Allis'Chalmers の 4，250 1-P (微粉炭使用)がある。

t記の プfスタービンは普通の形であるが， フ ラ ンス国鉄で

Renault 製 Pescara I ，OOO I-P フリ ー ピスト γ . ガスターピ γ

機関車が試汗l されている。これはフ リー ピス ト ン ・ jjス発生機

(対向ピ スト γ形)からの燃焼ガスにより 出力 タ ーピ ソを駆動

する方法で，機械式!f!}J力伝達方式を採用している。 機関車性能

は表に示 してある。(l吉野淳之助)

カーストッパ (英) car stopper 車両を一定位i在で停止させ

る場合， }11両を破損させず制動距離をできるだけ小さくし，装

↑白Aが簡単で施設~i. . 保守政が少ないこと を目的として造られた

もの。軌道の途中に設置されるも

のと，終端に設置されるものとが

ある。

1 軌道の中間に設置されるも

の(写真一1 ， 医1-1)。

この場合は寄与貨車区等におし、て

検修線上， 修主著W.の入口に近い筒

所に設けられ，修繕庫内に車両が

流入して来るのを防止する場合等 写n- l. カ ー ストッパ

に利用される。わが国では新総ýMJ\'~IliJ必貨車区の検修線に 2 基

設けられているのみで，昭和 28 ・ 1 よ り使用開始している。その

スライドケースとともにガイドレ ー ノレ上を移動し， ピス ト γ ロ

ッドを介してピス トンで シリ γ ダ内のオイノレをj11 1 し ， その j1 11す

に~ーする力が車両を制切Jする力となる 。

ストッ パアーム はし、 っ たん後退すると一定時!日I (30 秒)経過

後 I~I íJ"M1') に電車1) 陸自 (5 I-P)が動作し，ロー タリポ γ プにより γ

リ γ ダに送ì1 1J しiJlJI.[により ，スト ッパア ー ムは車両をjljl しなが

ら定位置に復帰するようにな ってい る。

(3) スト ッパアームが車両を 11活動しながら後退する場合， ど

の位世でも車両を 11~J !f!}Jする力を一定にするために特殊のìlh庄弁

を設け ， ピストンの移動にしたがって油圧を一定に保つような

構造とな っている。

(4) スト y パアームの開閉は電動機 (3 I-P)による。電動位置

の!f!})f乍は卓上てこ CJt引式)により行われる。停電の際は手即Jに

より開閉できる 。

本機の製綱を述べると ，

型式 ìllJ正式。定給制illJrtli: 100 t-m , 1.主的力 3t。復帰i

n'i 間 60 秒以内。 開閉I時間I 30 秒以内。

2 軌道の終端に設t~l~ されるもの(写真 2 ， 1習ー2) 。

一般の111止ではもし車両が車止を

突破した場合にはill大な事故を起す

と考えられるは;合， Jliii可の伽l即~ h'B雌

をできるだけ小さくし， その上車両

に損傷を与えないことを目的として

考案されたものが，この可動式の カ

ースト ッパで砂利1謀総の rìÍJ プJに箱型j

の木機を軌条上にi泣き，所定{立訟に

停止てーきずに本機に激突した車両は 写其ー2. j企部より見た
木機を j1 11 し ， 本|畿は砂手11脱線の砂手 11 j; ーストッ パ

を押分けて災進し ， 砂幸 11の鉱抗により車両は停止できる ように

なっている。移動した木機を定位置に戻すには動力事の葦引

(けんいん)力を矛11m する。本機の特長は砂幸11脱線の砂手11の織

りブJで車両のi減速度をi趨宜に加減できることである。

図-2 カーストッ パ設 U白状態図
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m造 ・ 動作の概要は， 本機の設 i位計 l出l 箇所はヒ町駅 (1基) で， これは来Jl l効7十 200

(1) ストッパアームは定位では車両を停止する[立↑白にあり % の 1!j; 1 1 [ 8 両編成が， n寺速 35km の場合制ifVJWB 出ff 25 m で停止

その TIJ\iiilは車両の連総務を受け止める位位にある。また反位で できるようになっている。(湯浅 滋)

は軌fljlの中に納まり ， その前さはiI止条而上 20 mm となり 11ï両を かすみが うらせん 霞ヶ浦線 茨以県土 ìilì rI1と問県古河市お

)ilí泌させることができる 。 よび千来日A佐原mとを結ぶ国鉄 I~I 動}Iï路線であって，所管する

(2) スト ッパアー ムに車両が激突すると ， スト y パアームは 臼動車営業所は荻城県.:UrIì市，同支所は同県稲敷郡江戸崎町 に

ュー :ーニ一

也エコーで一 一三

図 1.カー ストッパ側而図
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